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                     新事業年度を迎えて

 

 

～ 編集部からのお知らせ ～ 
■『あんぜん』のデザインを今号よりリニューアルしました 

新しくなった『ANZEN』をご堪能ください 

    ■「大日本土木安全協力会」に英語表記が加わりました 

SCG    
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大日本土木㈱ 本社 環境安全品質部 
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２２００２２５５年年度度  安安全全衛衛生生管管理理計計画画（（抜抜粋粋））  

  

11.. 安安全全衛衛生生目目標標  

  

（（１１））安安全全目目標標  

死死亡亡・・重重篤篤・・公公衆衆災災害害  ゼゼロロ  

  

１１））墜墜落落・・転転落落災災害害のの防防止止  

２２））建建設設機機械械・・ククレレーーンン災災害害のの防防止止  

３３））崩崩壊壊・・倒倒壊壊災災害害のの防防止止  

４４））飛飛来来・・落落下下災災害害のの防防止止  

５５））交交通通事事故故・・公公衆衆災災害害のの防防止止  

６６））JJVVssuubb工工事事ににおおけけるる安安全全管管理理  

 

（（２２））衛衛生生目目標標  

疾疾病病労労災災  ゼゼロロ  

  

１１））作作業業環環境境のの整整備備・・改改善善（（感感染染症症予予防防対対策策、、熱熱中中症症予予防防対対策策等等））  

２２））働働きき方方改改革革のの推推進進  

  

２２．．安安全全衛衛生生目目標標をを実実施施すするるたためめのの行行動動計計画画  

  

関関係係協協力力会会社社とと協協働働ししてて災災害害事事故故防防止止活活動動にに取取りり組組みみ、、支支店店長長がが率率先先垂垂範範しし  

実実効効性性ののああるる指指導導指指示示をを行行いい、、以以下下にに示示すす重重点点管管理理事事項項ににつついいてて全全員員のの力力をを  

結結集集ししてて取取りり組組むむ  

  

（（１１））元元方方事事業業者者管管理理のの確確実実なな実実施施    

  

１１））店店社社ににおおけけるる安安全全衛衛生生管管理理  

①①安安全全衛衛生生委委員員会会、、所所長長会会、、営営業業引引継継会会、、工工事事打打合合会会、、施施工工検検討討会会のの実実施施  

②②店店社社のの安安全全衛衛生生環環境境パパトトロローールル、、内内部部監監査査（（MMSS 監監査査・・ラライインン監監査査））、、  

作作業業所所指指導導のの実実施施  

③③施施工工計計画画のの事事前前審審査査、、特特にに足足場場計計画画（（1100mm以以上上すすべべてて））のの店店社社確確認認  

④④JJVVssuubb 工工事事ににおおけけるる安安全全管管理理・・教教育育指指導導のの推推進進  

・・JJVV ススポポンンササーーにに安安全全衛衛生生パパトトロローールルのの要要請請・・実実施施  

・・JJVVssuubb 赴赴任任社社員員のの教教育育・・育育成成  

  

２２））作作業業所所ににおおけけるる安安全全衛衛生生管管理理    

①①作作業業所所長長のの確確実実なな統統括括管管理理のの遂遂行行  

・・労労働働安安全全衛衛生生関関係係法法令令、、社社内内基基準準をを遵遵守守ししたた作作業業所所管管理理  

・・安安全全管管理理のの３３原原則則（（整整理理整整頓頓・・事事前前打打合合・・現現場場点点検検））のの実実施施  

・・指指定定危危険険作作業業、、予予定定外外・・非非定定常常作作業業時時ににおおけけるる事事前前打打ちち合合わわせせのの実実施施  
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・・協協力力会会社社にによよるる作作業業手手順順書書周周知知会会のの実実施施指指導導  

・・建建設設キキャャリリアアアアッッププシシスステテムムをを普普及及促促進進（（就就業業者者数数タタッッチチ率率のの向向上上））  

・・建建設設ＤＤＸＸにによよるる管管理理業業務務のの効効率率化化  

  

②②墜墜落落・・転転落落災災害害のの防防止止    

・・墜墜落落制制止止用用器器具具のの正正ししいい装装着着・・使使用用  

・・足足場場、、開開口口部部、、作作業業床床（（端端部部））かかららのの墜墜落落防防止止設設備備のの先先行行設設置置  

・・足足場場管管理理体体制制図図のの運運用用、、足足場場点点検検者者選選任任とと点点検検実実施施  

  

③③建建設設機機械械・・ククレレーーンン災災害害のの防防止止    

・・ククレレーーンンのの転転倒倒事事故故防防止止  

ククレレーーンン作作業業計計画画のの確確認認・・指指導導  

定定格格荷荷重重のの厳厳守守  

過過負負荷荷防防止止、、巻巻過過防防止止等等安安全全装装置置のの確確認認  

・・建建設設機機械械のの接接触触防防止止  

重重機機作作業業計計画画のの確確認認・・指指導導  

建建設設機機械械作作業業エエリリアアへへのの立立入入禁禁止止  

・・ババッッククホホウウ作作業業ににおおいいててはは後後退退禁禁止止、、誘誘導導合合図図ななししででババッッククししなないい  

・・重重機機作作業業ににおおけけるる死死角角体体験験教教育育・・誘誘導導訓訓練練教教育育のの実実施施  

  

④④崩崩壊壊・・倒倒壊壊災災害害のの防防止止    

((土土止止めめ支支保保工工・・型型枠枠支支保保工工・・解解体体作作業業・・ははいい作作業業・・足足場場))  

・・解解体体工工事事ににおおけけるる施施工工検検討討会会のの実実施施  

事事前前調調査査にに基基づづくく解解体体工工法法・・作作業業順順序序・・控控ええのの設設置置方方法法等等  

リリススクク低低減減措措置置をを盛盛りり込込んんだだ施施工工計計画画及及びび作作業業手手順順のの作作成成  

実実施施指指導導  

・・エエレレベベーータターー内内スステテーージジ、、足足場場、、仮仮設設備備ににおおけけるる構構造造計計算算のの実実施施  

計計画画ししたた材材料料・・施施工工方方法法のの実実施施確確認認指指導導  

・・掘掘削削地地盤盤のの事事前前調調査査、、法法面面のの作作業業開開始始前前点点検検  

・・強強風風にによよるる足足場場、、仮仮囲囲いい、、仮仮設設物物のの倒倒壊壊防防止止対対策策  

  

⑤⑤飛飛来来・・落落下下災災害害のの防防止止    

・・資資機機材材やや工工具具をを落落下下ささせせなないいたためめのの事事前前防防護護  

落落下下防防止止ネネッットトやや工工具具落落下下防防止止ロローーププにによよるる落落下下物物のの防防止止  

・・上上下下作作業業のの禁禁止止、、立立入入禁禁止止区区域域のの設設定定  

作作業業手手順順のの事事前前打打合合せせ、、朝朝礼礼・・昼昼礼礼でで関関係係者者にに周周知知  

・・強強風風にによよるる資資材材のの飛飛散散防防止止  

安安全全ココーーンンやや看看板板のの確確実実なな固固定定  

 

⑥⑥交交通通事事故故・・公公衆衆災災害害のの防防止止    

・・周周辺辺状状況況（（地地盤盤、、埋埋設設物物、、架架空空線線、、近近接接構構造造物物、、飛飛来来・・落落下下物物））のの

事事前前調調査査とと災災害害防防止止対対策策のの作作成成・・実実施施  

・・第第三三者者災災害害防防止止対対策策のの実実施施状状況況確確認認（（作作業業区区画画境境界界、、特特にに出出入入りり口口））  
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・・交交通通事事故故防防止止ののたためめのの指指導導  

指指差差呼呼称称とと呼呼称称運運転転のの実実施施  

・・車車両両のの輪輪止止めめ（（車車止止めめ））実実施施  

  

⑦⑦ ヒヒュューーママンンエエララーー、、不不安安全全行行動動にに起起因因すするる災災害害防防止止  

・・４４ＳＳ運運動動（（整整理理、、整整頓頓、、清清掃掃、、清清潔潔））  

・・労労働働災災害害事事例例教教育育  

・・ヒヒヤヤリリハハッットトのの情情報報共共有有にによよるる労労働働災災害害要要因因排排除除  

（（作作業業手手順順・・安安全全設設備備のの改改善善、、見見ええるる化化））  

  

⑧⑧ 化化学学物物質質管管理理  

・・工工事事でで使使用用すするる化化学学物物質質のの把把握握、、化化学学物物質質安安全全デデーータタシシーートト((SSDDSS))

にによよるる危危険険有有害害性性のの確確認認  

・・危危険険有有害害性性にに基基づづくくリリススククアアセセススメメンントトのの実実施施  

・・化化学学物物質質管管理理者者・・保保護護具具着着用用管管理理責責任任者者のの選選任任確確認認とと場場内内掲掲示示  

・・ばばくく露露防防止止ののたためめにに必必要要なな措措置置のの実実施施確確認認  

  

（（２２））協協力力会会社社のの自自主主管管理理能能力力のの向向上上促促進進  

  

１１））事事業業者者責責任任のの遂遂行行  

①①作作業業所所安安全全衛衛生生活活動動へへのの完完全全参参加加  

②②作作業業所所でで決決めめらられれたたルルーールル、、安安全全指指示示のの遵遵守守  

③③当当該該作作業業所所にに合合致致ししたた送送りり出出しし教教育育のの実実施施  

  

２２））安安全全施施工工ササイイククルル活活動動  

①①ＫＫＹＹミミーーテティィンンググににおおけけるる安安全全唱唱和和のの実実施施  

②②不不安安全全行行動動排排除除ののたためめ、、一一声声かかけけ運運動動、、一一人人ＫＫＹＹ、、現現地地ＫＫＹＹ、、  

ヒヒヤヤリリハハッットト、、ググーーパパーー運運動動のの実実施施（（ココミミュュニニケケーーシショョンンのの充充実実））  

③③保保護護具具のの完完全全着着装装  

④④指指定定危危険険作作業業のの事事前前打打合合せせのの実実施施  

  

３３））リリススククアアセセススメメンントトをを取取りり入入れれたた作作業業手手順順のの作作成成・・周周知知  

化化学学物物質質をを使使用用すするる作作業業でではは、、安安全全デデーータタシシーートト((SSDDSS))でで危危険険有有害害性性をを

確確認認しし、、リリススククアアセセススメメンントトをを実実施施。。化化学学物物質質管管理理者者・・保保護護具具着着用用管管理理

責責任任者者をを選選任任しし、、ばばくく露露防防止止にに必必要要なな措措置置をを実実施施  

  

４４））非非定定常常・・予予定定外外作作業業（（作作業業内内容容変変更更時時等等））のの作作業業手手順順のの確確認認  

予予定定さされれてていいななかかっったた作作業業はは、、一一旦旦作作業業をを止止めめ、、元元請請にに作作業業変変更更内内容容をを  

報報告告しし、、作作業業手手順順のの確確認認・・ＫＫＹＹミミーーテティィンンググをを実実施施  

  

５５））再再下下請請負負人人のの管管理理  ※※77  

①①再再下下請請負負人人のの適適正正なな選選定定  

②②単単独独作作業業ににななららなないい配配置置とと確確実実なな指指示示伝伝達達  
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③③二二次次以以降降協協力力会会社社のの安安全全衛衛生生・・環環境境管管理理協協議議会会へへのの参参加加  

④④社社会会保保険険未未加加入入事事業業者者のの排排除除  

⑤⑤事事業業主主・・一一人人親親方方のの労労災災特特別別加加入入のの確確認認指指導導  

⑥⑥労労務務管管理理業業務務のの電電子子化化（（調調整整会会議議、、労労務務安安全全、、入入退退場場管管理理））  

⑦⑦建建設設キキャャリリアアアアッッププシシスステテムム技技能能者者登登録録とと就就業業履履歴歴のの確確実実なな蓄蓄積積  

  

６６））職職長長会会のの充充実実  

  職職長長ヘヘルルメメッットトのの着着用用にによよるるココミミュュニニケケーーシショョンンのの活活性性化化とと  

リリーーダダーーシシッッププ意意識識のの向向上上  

  

７７））労労災災上上積積みみ保保険険のの加加入入促促進進  

  

８８））安安全全協協力力会会、、パパーートトナナーー会会のの活活動動推推進進  

  

（（３３））健健康康でで快快適適なな職職場場環環境境のの形形成成  

  

１１））作作業業環環境境のの整整備備・・改改善善    

①①感感染染症症予予防防対対策策、、暑暑ささ指指数数（（WWBBGGTT））測測定定管管理理にによよるる熱熱中中症症  

予予防防対対策策のの実実施施  

②②アアーークク溶溶接接、、ははつつりり、、解解体体作作業業にに関関わわるる粉粉じじんん障障害害防防止止対対策策のの実実施施  

  作作業業環環境境にに応応じじたた適適切切なな保保護護具具のの選選択択とと確確実実なな装装着着のの教教育育指指導導  

③③酸酸欠欠、、一一酸酸化化炭炭素素中中毒毒のの防防止止対対策策のの実実施施  

  

２２））健健康康管管理理及及びび健健康康保保持持のの推推進進  

特特定定業業務務をを含含むむ定定期期健健康康診診断断完完全全実実施施、、再再検検査査受受診診のの指指導導及及びび職職業業性性

疾疾病病予予防防対対策策、、メメンンタタルルヘヘルルススケケアアのの推推進進  

  

３３））働働きき方方改改革革のの推推進進、、ワワーークク・・ラライイフフ・・ババラランンスス((仕仕事事とと生生活活のの調調和和))のの

実実現現  

  

（（４４））労労働働安安全全衛衛生生ママネネジジメメンントトシシスステテムムのの運運用用  

  

１１））安安全全衛衛生生管管理理手手法法ととししててのの運運用用とと継継続続的的改改善善  

２２））社社員員及及びび協協力力会会社社にに対対すするる、、安安全全衛衛生生教教育育のの継継続続  

３３））ＰＰＤＤＣＣＡＡ「「計計画画－－実実行行－－評評価価－－改改善善」」ササイイククルルのの確確実実なな実実施施  

４４））改改善善事事項項、、好好事事例例のの水水平平展展開開  

  

（（５５））災災害害発発生生時時のの迅迅速速なな報報告告とと適適切切なな対対応応  

  

１１））ＢＢＣＣＰＰ（（事事業業継継続続計計画画））のの継継続続的的なな改改善善  

２２））関関係係各各所所のの確確認認及及びび連連絡絡体体制制のの整整備備  

３３））対対策策本本部部のの設設置置とと訓訓練練のの実実施施  

  

7



2024 年度『安全衛生』論文、ポスター、標語　入選作品
※受賞者の店・所属は2024年度作品募集時を基に掲載

『論文』

区　分 会社名 店 所　　　属 氏　　　名 タ　イ　ト　ル

最優秀 大日本土木㈱ 西日本 近不八木マ 成瀬		拓真 作業員への安全周知活動について

優秀 大日本土木㈱ 東日本 小山造成 鮫島　彰吾 安全への導き

優良 大日本土木㈱ 東日本 デリカ福生解体 對馬　彰太 熱中警戒アラートバンド使用によ
る現場の熱中症対策

『ポスター』

区　分 会社名 店 所　　　属 氏　　　名 タ　イ　ト　ル

最優秀 大日本土木㈱ 西日本 奈良県立医科大 鵜飼　洋行	
（鵜飼　真行　家族）

見のがすな！現場の不注意

優秀 大日本土木㈱ 海外 総務部 大槻　良子	
（大槻　浩	家族）

家族も見守るあなたの安全

優良 ㈱ナミト 中日本 多治見公園整備 飯田　あゆみ 気を付けて体の異変　ムシ禁物‼

『標語』

区　分 会社名 店 所　　　属 氏　　　名 標　　　　語

最優秀 乾開発工業㈱ 西日本 水企阪神猪名川 谷本　陽二郎 再確認　大丈夫なのは　
さっきまで

最優秀 大日本土木㈱ 西日本 防衛ハンセン 前川　翔平 作業前　気持ち整え　深呼吸　
あなたの気付きが　現場を守る

優良 ㈱森岡組 西日本 貝塚脇浜推進 大井　彰久 いつもと違うは危険のサイン　
すばやい対処で築く安全
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2024 年度『環境』論文、ポスター、標語　入選作品

※受賞者の店・所属は2024年度作品募集時を基に掲載

『論文』

区　分 会社名 店 所　　　属 氏　　　名 タ　イ　ト　ル

最優秀 大日本土木㈱ 中日本 防衛各務原雨水 林　奈那 建設業で働く女性の環境について

優秀 大日本土木㈱ 東日本 デリカ福生解体 對馬　彰太 現場吹付発砲ウレタン施工前のスペーサー
設置による使用材の少量化と廃材の削減

優良 大日本土木㈱ 西日本 近不花園本町マ 薄田　昇吾 環境問題は他人事？

『ポスター』

区　分 会社名 店 所　　　属 氏　　　名 タ　イ　ト　ル

最優秀 大日本土木㈱ 海外 購買グループ 山下　京子 育てようまもる心

優秀 大日本土木㈱ 西日本 近不浜島ＰＪ 海野　雄輝 地球を守ろう！省エネを

優良 大日本土木㈱ 東日本 JS黒磯 池上　拓実 地球を守ろう！

『標語』

区　分 会社名 店 所　　　属 氏　　　名 標　　　　語

最優秀 ㈱立保 中日本 高速恵那山法面 山中　知也 ゴミ一つ　捨て方一つで　リサイクル

優秀 大日本土木㈱ 東日本 西谷浄水場 後藤　龍一 リサイクル　意識の量が　資源の量

優良 大日本土木㈱ 中日本 高速恵那山法面 桂川　歩美 未来のために考え直す　無くそうエゴ
イズム　増やそうエコリズム
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安全衛生論文最優秀賞

作業員への安全周知活動について

西日本支店　成瀬　拓真

はじめに 

　日々工事現場では、多くの業種の作業員が働いています。工事を安全に行うためには、
作業員や周りを歩く人々が事故やけがをしないように、全体への周知活動を行うことがと
ても重要です。しかし、朝礼での指示内容が全員に伝わるかという点では、作業員の伝わ
りきることは少ないと感じます。また、「全員で集まって行う行為」という行事は、日々
人が入れ替わる工事現場では、団結力を高める一種の行為ではありますが、そのぶんの時
間×人工を費やす行為ではあります。そのため私は、「周知の方法」と「時間の効率化」
に焦点を当てて思案しました。	

周知の方法について 

　周知の方法で重要な事項は、日々変わる現場の危険個所を作業員全員が理解することで
あると思います。そのために必要なのは、①図面を用いて危険個所の場所を把握すること
②実際の危険個所に表示を行うこと。③わかりやすく要点だけをまとめること。の３点で
あると思います。「①図面を用いて危険個所の場所を把握すること」と「③わかりやすく
要点だけをまとめること。」は、デジタルサイネージを用いた朝礼を行う現場も多いため、
現状整備は進んでいると感じます。また、「②実際の危険個所に表示を行うこと。」は各業
者に、区画や表示を行ってもらうように手配することで、流動的な区画の実施を行うこと
ができます。上記項目を重点的に考慮することで、作業員に周知事項を伝えきることがで
きるのではないかと思います。また、現在は朝礼後に各業者で KYを行うことで、番頭・
職長を通して作業員に再度確認を行っている状態です。	

時間の効率化について 

　冒頭でも述べた通り朝礼は、時間×人工が必要な行為です。また、朝礼は安全面から見
ると必要な行為です。	実際に、１日で多くの現場をかけもつ協力会社も多く、朝礼の数時
間後に入場することもいます。本来であれば、そのような業者にも朝礼と同様な周知を行
う必要がありますが、限られた職員で、朝礼と同様の周知を行うことは時間の浪費です。
そのため、朝礼と同様の説明を行うことができるように考慮しなければなりません。	
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朝礼のシステム化 

　作業を効率化するにはシステム化は必要です。弊社であれば、Buildee にて作業指示書
の作成であったり施工体制台帳の登記や、作業計画書がテンプレートが存在しているなど
多くの効率化されたものがあります。朝礼にも、システム化できる余地は十分にあると感
じます。それは、全体で集まって朝礼をするのではなく、入場した業者に対して前日に撮
影した動画で周知事項を番頭・職長へ伝え、その後の各業者の KYで作業員に周知をして
もらうという方法です。現場の体系図として、「元請→協力会社番頭・職長→作業員」で
あるため、少なくとも番頭・職長に周知事項が伝わりきることができれば、各業者が行う
KYミーティング内で全作業員に伝わりきることができると思います。また、室内にモニ
ターを置き周辺に記入を行う KY用紙や作業計画書を置くなど、当日記入が必要な資料を
置くことで、周知と安全書類の記入漏れが少なくなると思います。	

結論 

　時間短縮といって安全行事を疎かにできる訳ではありません。しかし、朝礼に代わる資
料作成や職長打ち合わせ等での綿密な計画作り、安全設備の視認性の向上で朝礼を補うこ
とはできると思います。また、今後も新しい技術の導入により、安全管理がさらに強化され、
工事現場全体の安全性が向上すると思います。特に時間短縮においては改善の余地は多い
にあると感じます。	

最後に 

　私は入社して以来１現場目であり経験も少ないため、本文は非現実的な論であるかもし
れません。しかし、安全に対しては日々の業務や安全行事を通して、意力や知識を身につ
けてきました。今後も安全に手を抜くことなく、現作業所の無事故無災害での竣工を目指
して業務に取り組み、経験を次の配属先の現場に活かしていきます。
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環境論文最優秀賞

建設業で働く女性の環境について

中日本支店　林　奈那

はじめに 

　今回、SDGs17 の目標‟5. ジェンダー平等を実現しよう” に焦点を当て、建設業に従
事する女性を取り巻く環境について考える。
　日本建設業連合会によると、全産業の就業者中に占める女性の割合は 2023 年では
45.3%である。しかし、建設業は年々増加しているが他の業界より少なく 18.2%、その
うち技術者はさらに少なく 2.7%である。当社も女性技術者は少なく、離職率も高いこと
から環境改善の余地は大きいと考える。また、建設業従事者は減少している中、女性技術
者は増加傾向にあることから、女性活躍の機運は高まっており、女性技術者を定着させる
ことができれば、人手不足解消の１歩につながると考える。そこで、私の考える女性の働
く環境改善対策を３つ挙げていく。

１．ハード面での環境整備

　１つ目は女性専用トイレの設置や快適トイレ・更衣室の設置である。
　私の働く現場では快適トイレの設置がしてあり、共有空間との間仕切りや外鍵、事務所
の動線の工夫によりプライバシーが確保されている。女性がほとんどいない環境下での不
安要素として大きい、“プライバシーの確保” を解決することで女性が安心して働ける環
境を作ることが大切だと考える。
　女性が配置される現場には快適トイレが設置されている場所が多いため、きっかけは女
性のための設置であっても、男性含む全体で快適トイレが普及すれば、建設業のイメージ
でよく言われる” 汚い” のイメージが払拭されると考える。実際にインターンで現場見学
に来た学生に快適トイレを見せると、”イメージと違いきれい“、女性からは”これなら安心”
と高評価が得られた。

２. ソフト面での環境整備（女性が働く環境についての教育）

　はじめに、女性ならではの法律についての教育である。女性労働基準規則には、坑内業
務の就業制限や化学物質の取り扱い制限・運搬時の重量制限（18歳以上で単発作業の場合：
30kg 以上、継続作業の場合：20kg 以上）等これら以外にも規則や制限も多いが、知ら
ない人が多い。実際、私自身そのような制限があると知らずに半年以上働いていた。女性
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ならではの制限があることを会社が教育することで女性が安全に働くことができる労働環
境を整えることができる。
　次にキャリアアップについての教育である。キャリアアップ研修や育休・産休制度等教
育を行うことでロールモデルがいない女性社員にも働き続けられる環境が整うと考える。
　また、男性の育休制度についても、建設業は他業種に比べかなり遅れを取っているが、
教育等行うことで男性も育休取得がしやすくなると考える。
　最後に、建設現場でよく問題となるのが、ハラスメント問題である。当社でも女性だけ
が集まり、働きやすい環境を整えるための話し合いが行われており、セクハラの相談等親
身に聞く体制が整えられている。しかし、セクハラを１回でも受けるとそれがトラウマと
なり、退職につながるケースが多いため、セクハラを受けない・させない教育が必要だと
考える。現場では、新規入場者教育時に” 当作業所ではセクハラ・パワハラ行為を禁止し
ます “という１文を入れているが効果が得られていると感じている。
　建設業で女性が増えてきたのは近年のため、距離感が分からないという意見を聞くが、
女性だけでなく男性にも法律やハラスメントについて知ってもらうことで、両者ともに働
きやすい環境となると考える。

３．同業他社との連携

　当社でもけんせつ小町の会という女性技術者だけの話し合いの場があるが、技術者が少
なく中日本支店では私含め２人である。参加人数が少ないと意見が出ず、偏りがちになる
ため、他社との連携を図り、けんせつ小町のネットワークを広げることで、意見が収集し
やすく環境改善促進につながると考える。

　上記の３つの解決策により、女性の働きやすい・働き続けられる環境を整えることがで
きると考える。また、女性の制度が整うことで男性にとっても働きやすい環境を実現し、
SDGs の” ジェンダー平等の実現” に近づくと考える。また、環境を整え、技術者を定着
させることができれば、人手不足解消の一歩につながると考える。
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安全衛生ポスター最優秀賞

「見のがすな！現場の不注意」
西日本支店　鵜飼　洋行（鵜飼　真行 家族）
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環境ポスター最優秀賞

「育てようまもる心」
海外支店　山下　京子
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「気を付けて体の異変　ムシ禁物 ‼」
㈱ナミト　飯田　あゆみ

 安全衛生ポスター　優良賞

「家族も見守るあなたの安全」
海外支店　大槻　良子（大槻　浩 家族）

 安全衛生ポスター　優秀賞

「地球を守ろう！」
東日本支店　池上　拓実

 環境ポスター　優良賞

「地球を守ろう！省エネを」
西日本支店　海野　雄輝

 環境ポスター　優秀賞
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本部だより

１．安全祈願  
　令和 7年 1月 17日（金）に日枝神社にて、竹田名誉会長、藤澤副会長、酒井田副会長、山川副会長、金
神本部監事、本部事務局が参加し、今年一年の安全祈願を厳かに執り行いました。
日枝神社は、東京永田町にあり、古くから「山王さん」として親しまれ、山や水を司り、万物の生成発展守
護している「大山咋神 [おおやまくいのかみ ]」が祀られています。

２．安全衛生環境パトロール  
　安全協力会本部役員による特別パトロールを実施しました。
　1）	実施日：令和 6年 10月 25日（金）
　2）	巡視作業所：①防衛ハンセン作業所（土木）　②防衛陸自那覇Ａ作業所（建築）
　3）巡視者：竹田名誉会長、森屋会長、山川副会長、岡山本部事務局長、廣瀨支部事務局長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　1）実施日：令和 6年 11月 19日（火）
　2）巡視作業所：①秀明川越改築作業所（建築）	②所沢造成作業所（土木）
　3）巡視者：竹田名誉会長、森屋会長、藤澤副会長、岡山本部事務局長、土田支部事務局長
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東京支部  
１．安全祈願  
　令和７年１月 23 日（木）に、明治神宮にて安全協力会東京支部と支店幹部、安全衛生委員が参加して
今年一年の安全祈願を厳かに執り行いました。
　明治神宮は東京渋谷にあり明治天皇と昭憲皇太后を御祭神とし、創建は大正９年 11月１日で 70万平方
メートルの広大な鎮守の杜は、創建に当たり全国から献木された約 10万本を植栽し、「永遠の杜」を目指し
て造成された人工林です。

２．安全衛生環境パトロール  
　令和６年１０月３１日（木）に支部３役（支部長、両副支部長）にて、令和 7年２月４日（火）には支部
理事にて建築・土木３作業所をパトロールし安全指導を行いました。パトロールでは職長との意見交換会を
行い支店幹部へ助言し改善を要求しました。

支部だより 

東京支部 

１． 安全祈願 
 令和７年１月２３日（木）に、明治神宮にて安全協力会東京支部と支店幹部、安全衛生委員が参加して今年

一年の安全祈願を厳かに執り行いました。 

明治神宮は東京渋谷にあり明治天皇と昭憲皇太后を御祭神とし、創建は大正９年１１月１日で７０万平方メー

トルの広大な鎮守の杜は、創建に当たり全国から献木された約１０万本を植栽し、「永遠の杜」を目指して造成さ

れた人工林です。 

 

２． 安全衛生環境パトロール 
令和６年１０月３１日（木）に支部３役（支部長、両副支部長）にて、２月４日（火）には支部理事にて建

築・土木３作業所をパトロールし安全指導を行いました。パトロールでは職長との意見交換会を行い支店幹

部へ助言し改善を要求しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支部３役パトロール 巡視状況                        東京支部パトロール 意見交換会 

〖建築〗 ＰＬ錦糸町倉庫作業所 

支部だより 

東京支部 

１． 安全祈願 
 令和７年１月２３日（木）に、明治神宮にて安全協力会東京支部と支店幹部、安全衛生委員が参加して今年

一年の安全祈願を厳かに執り行いました。 

明治神宮は東京渋谷にあり明治天皇と昭憲皇太后を御祭神とし、創建は大正９年１１月１日で７０万平方メー

トルの広大な鎮守の杜は、創建に当たり全国から献木された約１０万本を植栽し、「永遠の杜」を目指して造成さ

れた人工林です。 

 

２． 安全衛生環境パトロール 
令和６年１０月３１日（木）に支部３役（支部長、両副支部長）にて、２月４日（火）には支部理事にて建

築・土木３作業所をパトロールし安全指導を行いました。パトロールでは職長との意見交換会を行い支店幹

部へ助言し改善を要求しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支部３役パトロール 巡視状況                        東京支部パトロール 意見交換会 

〖建築〗 ＰＬ錦糸町倉庫作業所 

支部３役パトロール　巡視状況 東京支部パトロール　意見交換会

【建築】　PL 錦糸町倉庫作業所

支部だより
支部だより 

東京支部 

１． 安全祈願 
 令和７年１月２３日（木）に、明治神宮にて安全協力会東京支部と支店幹部、安全衛生委員が参加して今年

一年の安全祈願を厳かに執り行いました。 

明治神宮は東京渋谷にあり明治天皇と昭憲皇太后を御祭神とし、創建は大正９年１１月１日で７０万平方メー

トルの広大な鎮守の杜は、創建に当たり全国から献木された約１０万本を植栽し、「永遠の杜」を目指して造成さ

れた人工林です。 

 

２． 安全衛生環境パトロール 
令和６年１０月３１日（木）に支部３役（支部長、両副支部長）にて、２月４日（火）には支部理事にて建

築・土木３作業所をパトロールし安全指導を行いました。パトロールでは職長との意見交換会を行い支店幹

部へ助言し改善を要求しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支部３役パトロール 巡視状況                        東京支部パトロール 意見交換会 

〖建築〗 ＰＬ錦糸町倉庫作業所 
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３．今後の活動予定  
　６月　支部総会（全電通労働会館）
　６月　支部安全衛生パトロール　
　７月　支部環境パトロール

４．担当者紹介  
　今年度の大日本土木株式会社	安全協力会役員をご紹介致します。

大日本土木安全協力会

名誉支部長

大日本土木㈱
執行役員	東日本支店長
羽	田	野　真	希	雄

（本社	土木本部より転属）

支部事務局長

大日本土木㈱
東日本支店	環境安全品質部次長

土　田　芳　典

支部監事

大日本土木㈱
東日本支店	総務部長
森　川　嘉　美

 

 

〖土木〗 所沢造成作業所（巡視状況）         〖建築〗西谷浄水場作業所（巡視状況） 
 

３．今後の活動予定 
６月 支部総会（全電通労働会館） 

６月 支部安全衛生パトロール  

７月 支部環境パトロール 

 

４． 担当者紹介  
今年度の大日本土木株式会社 安全協力会役員をご紹介します。 

 

 

大日本土木安全協力会 

 

名誉支部長             支部事務局長              支部監事 

 

 

 

 

 

 

 

大日本土木(株)            大日本土木(株)           大日本土木(株) 

執行役員 東日本支店長      東日本支店 環境安全品質部次長     東日本支店 総務部長 

羽 田 野 真 希 雄             土 田 芳 典            森 川 嘉 美  

（本社 土木本部より転属） 

 

 

〖土木〗 所沢造成作業所（巡視状況）         〖建築〗西谷浄水場作業所（巡視状況） 
 

３．今後の活動予定 
６月 支部総会（全電通労働会館） 

６月 支部安全衛生パトロール  

７月 支部環境パトロール 

 

４． 担当者紹介  
今年度の大日本土木株式会社 安全協力会役員をご紹介します。 

 

 

大日本土木安全協力会 

 

名誉支部長             支部事務局長              支部監事 

 

 

 

 

 

 

 

大日本土木(株)            大日本土木(株)           大日本土木(株) 

執行役員 東日本支店長      東日本支店 環境安全品質部次長     東日本支店 総務部長 

羽 田 野 真 希 雄             土 田 芳 典            森 川 嘉 美  

（本社 土木本部より転属） 

【土木】　所沢造成作業所（巡視状況） 【建築】西谷浄水場作業所（巡視状況）
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名古屋支部  

１．安全祈願  
　令和７年１月１１	日（土）に、伊勢	猿田彦神社にて酒井田支部長をはじめ名古屋支部役員、支店からは
田中常務執行役員中日本支店長、支店幹部、協力会本部より竹田名誉会長、岡山本部事務局長もご参集頂き、
今年一年の安全祈願を厳かに執り行いました。
	

２．安全衛生環境パトロール  
　労働災害の撲滅を目指し、令和 7年 2月 5日に、第 2	回合同安全衛生環境パトロールを実施しました。
酒井田支部長をはじめ名古屋支部役員全員参加で 2班編成し、建築土木各 1作業所、計 2作業所に対し実施
し、安全指導・要望事項を今後の安全管理に生かしていただくようにお願い致しました。

参加者一同 巡視状況

【建築】岐市北消防署作業所
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３．安全啓発活動  
　架空線切断、接触等の公衆災害が発生したことを受け、架空線事故防止を目的とした「架空線注意」標識
の啓発物を各種作成。全作業所へ配付し、注意喚起を図りました。

４．今後の活動予定  
　4月：上期安全祈願（伊奈波神社）、第１回理事会
　6月：支部総会・安全衛生大会
　9月：第１回合同パトロール

５．担当者紹介  
　今年度の大日本土木株式会社	安全協力会役員をご紹介致します。

大日本土木安全協力会
名誉支部長

大日本土木㈱
常務執行役員	中日本支店長

小　椋　克　泰
（東日本支店より転属）

支部事務局長

大日本土木㈱
中日本支店	環境安全品質部次長

亀　井　利　勝

支部監事

大日本土木㈱
中日本支店	総務部長
大　石　昌　央

参加者一同

［のぼり］ ［バックホーアーム用］
（マグネット仕様）

［カラーコーン・単管・コーンバー用］
（マジックテープ仕様）

巡視状況

【土木】岐県新愛岐大橋作業所
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大阪支部  

１．安全祈願  
令和 7年 1月 23日（木）に、大神神社にて支店幹部、本部岡山事務局長、安全協力会役員で、今年一年の
無事故無災害と健康を祈念し、新年安全祈願を厳かに執り行いました。
ご祭神は国造りの神様・大物主大神（おおものぬしのおおかみ）さまです。神が顕現（けんげん＝化身）し
た白蛇が棲むことから名付けられたご神木、巳の神杉（みのかみすぎ）が、巳年ならではのパワースポット
になっています。

２．安全衛生環境パトロール  
　労働災害の撲滅を図る為、支店の安全衛生環境パトロールに参加して安全指導を行いました。協力会役員
参加のパトロールは、延べ 15作業所にて実施し、改善点は改善をお願いし、良好な点は好事例として水平
展開をお願いしました。

【建築】大阪平野処理場作業所 【土木】八尾南部配水池作業所
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３．教育啓蒙活動  
　体験型教育、特別教育を実施し、作業員や若手職員の危険感受性の向上を図りました。

〔重機死角体験〕

〔安全教育用 DVD 購入〕
作業所を通じて貸し出し、視聴覚教育に活用し、安全意識の向上に役立て参ります。

４．今後の活動予定  
　4月　安全祈願（難波八坂神社）
　6月　支部総会（大阪国際交流センター）
　7月　合同安全パトロール

５．担当者紹介  
　今年度の大日本土木株式会社　安全協力会役員をご紹介します。

大日本土木安全協力会

名誉支部長

大日本土木㈱
執行役員	西日本支店長
細　野　俊　英

支部事務局長

大日本土木㈱
西日本支店	環境安全品質部次長

廣　瀨　淳　司

支部監事

大日本土木㈱
西日本支店	総務部長
田　上　裕　之

（海外支店総務部より転属）

水企船橋浄水場作業所 八尾南部配水池作業所
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大日本土木安全協力会　本部役員名簿（2025年 4月１日現在）
本部役職名 会　社／役職名 氏　名 備　考

名誉会長
大日本土木株式会社
代表取締役 常務執行役員

竹 田　 勝 一

会　　長
株式会社森屋製作所
代表取締役会長

森 屋　 泰 則

副 会 長
株式会社森田組
代表取締役

藤 澤　　 徹 東京支部　支部長

〃
株式会社酒井田工務店
代表取締役

酒 井 田　 雅 一 名古屋支部　支部長

〃
株式会社山川
代表取締役社長

山 川　 数 也 大阪支部　支部長

本部理事
児玉建設株式会社
常務取締役

深 津　 三 峰 男 東京支部　副支部長

〃
北稜建設株式会社
代表取締役

小 川　　 滋 東京支部　副支部長

〃
株式会社岡﨑組
代表取締役

岡 﨑　 弘 志 名古屋支部　副支部長

〃
株式会社永山工務店
代表取締役社長

永 山　 善 一 名古屋支部　副支部長

〃
株式会社浅田鉄筋
代表取締役

浅 田　 宜 彦 大阪支部　副支部長

〃
株式会社村岡
代表取締役会長

村 岡　 順 次 郎 大阪支部　副支部長

〃
大日本土木株式会社 東日本支店
環境安全品質部次長

土 田　 芳 典 東京支部　事務局長

〃
大日本土木株式会社 中日本支店
環境安全品質部次長

亀 井　 利 勝 名古屋支部　事務局長

〃
大日本土木株式会社 西日本支店
環境安全品質部次長

廣 瀨　 淳 司 大阪支部　事務局長

本部監事
金神鋼業株式会社
代表取締役社長

金 神　 徹 尚 名古屋支部　監事

〃
大日本土木株式会社 本社
執行役員 総務部長 兼 業務改善部長

前 田　 茂 浩

本部理事
大日本土木株式会社 本社
環境安全品質部長

岡 山　　 孝 本部事務局長
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テーマ : 持続可能で公平な開発のために人々を結ぶ交差点 

 

 

大日本土木㈱は、現在開催中の「大阪・関西万博」海外パビリオン 

〖セネガル館〗の内外装・展示を施工しました。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

  
★★セセネネガガルル館館  SSEENNEEGGAALL  

   

 

 

 

 

 

セセネネガガルル館館  

SSEENNEEGGAALL  
 

 

  EXPO 2025 大阪・関西万博 

 2025年日本国際博覧会（略称「大阪・関西万博」）が 

「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマに 

大阪市の人工島「夢洲」で開催中 

 開催期間 2025年4月13日（日）～10月13日（月）    




